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鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会�

�

　
「
親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く

り
」
と
題
し
て
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
　
城
市
創
氏
の
講
演
を

聴
き
ま
し
た
。�

　
広
報
紙
の
編
集
に
あ
た
り
、
自

分
た
ち
が
読
者
（
町
民
）
の
事
を

考
え
、
解
り
や
す
い
文
章
や
専
門

用
語
は
さ
け
、
文
章
は
短
く
を
基

本
に
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。�

　
最
初
の
読
者
は
編
集
者
自
身
で

あ
る
、
と
付
け
加
え
ら
れ
ま
し

た
。�

　
町
の
広
報
紙
は
、
決
ま
っ
た
こ

と
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
が
、
決
定

の
プ
ロ
セ
ス
等
は
、
議
会
広
報
紙

で
し
か
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
こ
の
こ
と
を
目
指
し
た

編
集
を
心
が
け
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。�

　
議
会
だ
よ
り
の

モ
ニ
タ
ー
制
度
や

広
告
掲
載
が
あ
る

広
報
紙
も
増
え
て

き
て
い
る
な
ど
参

考
に
す
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。�

　
各
町
村
の
議
会

だ
よ
り
の
講
評
を

受
け
、
本
町
の
議

会
だ
よ
り
93
号
に

つ
い
て
、
よ
く
で

き
て
い
る
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
き

編
集
活
動
に
励
み

と
な
り
ま
し
た
。�

智
頭
町
議
会
へ
行
政
視
察�

�

議
会
広
報
は
ど
う
あ
る
べ
き
か�

　
町
民
の
声
で
、
よ
く
聞
く
言
葉

に
議
会
は
何
を
し
て
い
る
の
か
。

議
員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
。�

　
議
会
・
議
員
活
動
が
、
良
く
見

え
な
い
こ
と
だ
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。�

　
議
会
の
動
き
を
、
も
っ
と
町
民

の
皆
様
に
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
責

務
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
議
会
広

報
委
員
会
で
あ
り
、
い
か
に
し
て

こ
の
難
題
を
克
服
す
る
か
？
と
い

う
課
題
解
消
に
研
究
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。�

�

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
智
頭
町
議

会
を
視
察
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
研
修
を
行
い
ま
し
た
。�

　
智
頭
町
議
会
は
、
平
成
21
年
度

に
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
を
議

会
広
報
常
任
委
員
会
に
移
行
し
、

町
民
の
理
解
と
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
議
会
広
報
の
あ
り
方
を
模
索

す
る
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

智
頭
町
議
会
広
報
の
紙
面
づ
く
り�

　
町
民
目
線
の
読
み
や
す
さ
を
徹

底
的
に
求
め
る
。�

　
具
体
的
に
は�

　
読
む
よ
り
、
見
出
し
、
写
真
等

視
覚
に
訴
え
る
。�

　
記
事
は
、
町
民
目
線
に
立
っ
て
、

議
会
用
語
を
徹
底
的
に
排
除
し
た
。�

　
町
民
が
求
め
て
い
る
も
の
を
、

町
民
と
の
や
り
取

り
の
中
で
出
来
る

だ
け
取
り
上
げ
る
。�

智
頭
町
議
会
広
聴

の
取
り
組
み�

　
議
会
活
動
を
、

た
だ
単
に
広
報
紙

で
訴
え
る
だ
け
で

な
く
、
広
聴
の
必

要
性
を
強
く
感
じ

た
。�

　
具
体
的
に
は�

　
広
報
常
任
委
員

会
が
地
域
に
出
か

け
て
い
く
出
前
広

報
を
行
う
。�

　
地
域
は
、
出
来

る
だ
け
小
さ
な
集

落
単
位
を
基
本
と

す
る
。�

　
サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
・
サ
ロ

ン
的
活
動
団
体
な
ど
機
会
を
と
ら

え
て
出
前
広
報
を
行
う
。�

　
広
報
紙
の
内
容
を
、
よ
り
身
近

に
、
よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

徹
す
る
。�

視
察
研
修
を
終
え
て�

　
日
野
町
議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会
と
し
て
も
、
議
会
広
報
の
あ

り
方
は
、
徹
底
し
た
町
民
目
線
に

立
っ
て
、
議
会
活
動
、
議
員
活
動

の
理
解
度
を
高
め
る
行
動
へ
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
。�

　
読
み
や
す
い
、
読
ん
で
み
た
い

広
報
紙
作
り
は
も
と
よ
り
、
出
前

広
報
、
出
か
け
て
い
く
広
報
委
員

会
や
議
会
広
聴
会
を
開
催
す
る
広

報
常
任
委
員
会
に
す
る
必
要
を
感

じ
ま
し
た
。�

��

要
望
会
開
催
地
募
集�

　
常
任
委
員
会
移
行
へ
の
試

行
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
、
要
望
を
聴
く
会
を

開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
単
位

で
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
議
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
　
　
　
72
‐
０
３
３
５�

　
平
成
24
年
８
月
21
日
、
湯
梨
浜
町
に
お
い
て
「
鳥�

取
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
特
別
委
員
会
か
ら
、
常
任
委
員
会
に
移
行�

す
る
た
め
常
任
委
員
会
で
活
動
し
て
い
る
智
頭
町
議�

会
を
８
月
23
日
に
視
察
し
ま
し
た
。�

議会広報調査�

特別委員会�

議会広報研修会（湯梨浜町）�

行政視察（智頭町）�
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提
言
書�

事
　
項�

　
日
野
町
公
共
交
通
の�

あ
り
方
に
つ
い
て�

�

内
　
容�

　
町
営
バ
ス
事
業
は
、
平
成

18
年
１
月
４
日
運
行
以
来
、

６
年
余
り
が
経
過
し
、
バ
ス

路
線
も
４
路
線
と
な
り
、
住

民
へ
の
交
通
手
段
の
提
供
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
た
。�

　
し
か
し
、
公
共
交
通
空
白

区
域
の
解
消
、
狭
間
対
象
者

救
済
推
進
に
努
め
て
、
全
て

の
住
民
の
権
利
の
平
等
化
を

図
ら
れ
た
い
。�

�

提
言
へ
の
経
過�

　
町
営
バ
ス
事
業
、
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
に
つ
い
て
、
委
員
会
で
は

４
月
18
日
、
５
月
24
日
伯
耆
町
を

視
察
。
６
月
14
日
、
７
月
11
日
と

検
証
を
重
ね
ま
し
た
。�

　
８
月
22
日
委
員
会
に
お
い
て
、

公
共
交
通
空
白
地
域
の
大
幅
な
解

消
と
権
利
の
平
等
化
、
狭
間
対
象

者
救
済
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、

次
の
よ
う
な
総
括
を
し
ま
し
た
。�

対
　
応
　
策�

　
黒
坂
地
区
の
公
共
交
通
空
白
地

域
の
解
消
に
は
、
日
野
町
公
民
館

を
基
点
と
し
て
、
10
人
乗
り
ワ
ゴ

ン
車
を
導
入
し
て
、
デ
マ
ン
ド
方

式
で
運
行
し
、
菅
福
線
と
の
連
携

を
図
る
。�

　
根
雨
宿
・
病
院
線
を
舟
場
地
区

ま
で
乗
り
入
れ
を
さ
れ
た
い
。�

　
日
野
病
院
送
迎
車
と
の
連
携
を

図
ら
れ
た
い
。�

　
小
型
車
導
入
、
ダ
イ
ヤ
改
善
に

よ
り
、
タ
ク
シ
ー
ワ
ン
メ
ー
タ
ー

利
用
者
の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。�

　
狭
間
対
象
者
、
要
介
護
認
定
者

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
軽
自

動
車（
福
祉
対
応
車
）導

入
か
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
に
助
成
額
の
再
検

討
を
さ
れ
た
い
。�

　
小
型
車
導
入
に
よ
る

助
成
金
・
県
交
付
金
等

の
活
用
を
検
討
調
査
さ

れ
た
い
。�

�

　
こ
の
結
論
に
基
づ
き
、

町
長
に
提
言
す
る
こ
と

と
し
て
、
全
員
協
議
会

に
諮
り
、
議
長
名
で
提

出
し
ま
し
た
。�

�

総務経済�
常任委員会�
報  告�

集落内にバス路線がない下黒坂� 日野町営バス待機所（丸合根雨店横）�

　
町
道
天
王
線
道
路
改
良�

　（
交
通
安
全
施
設
）事
業�

�

　
学
童
生
徒
の
通
学
路
で
あ
り
、

歩
行
者
と
車
両
を
分
離
す
る
安
全

安
心
な
道
路
を
整
備
す
る
。�

　
延
　
長
　
　
　
　
　
35
㍍�

　
工
事
費
　
１
３
３
９
万
円�

　
工
事
完
成
予
定
　
平
成
25
年�

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
末
ま
で�

��

　
町
道
根
雨
西
側
線�

　
道
路
改
良
事
業�

�

　
町
道
１
号
線
（
根
雨
街
中
本
通

り
）
の
代
替
路
線
、
福
祉
施
設
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
。�

�

　
延
　
長
　
１
２
８
・
２
㍍�

　
工
事
費
　
１
１
８
８
万
円�

　
工
事
完
成
予
定
　
平
成
24
年�

　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
末
ま
で�

�

　
町
道
黒
谷
２
号
線�

　
道
路
改
良
事
業�

�

　
平
成
23
年
度
繰
越
、
24
年
度

継
続
事
業
、
交
通
の
安
全
運
行
の

た
め
、
見
通
し
よ
く
改
良
、
待
避

所
を
整
備
す
る
。�

　
延
　
長
　
　
　
　
４
７
０
㍍�

　
概
算
事
業
費
　
約
７
千
万
円
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
円�

　
工
事
予
定
　
平
成
25
年
か
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
26
年�

�

　
い
ず
れ
の
３
路
線
と
も
、
交
通

安
全
、
利
便
性
等
を
考
慮
し
て
、

必
要
と
思
わ
れ
る
。
町
道
黒
谷
線

に
つ
い
て
は
、
代
替
道
路
の
現
況
、

費
用
対
効
果
を
再
度
調
査
検
証
す

る
こ
と
と
し
た
。�

町
長
に
提
出

町
長
に
提
出�

町
長
に
提
出�

現
地
調
査�

　
　
　
　
　
交
通
安
全
と
利
便
制
は
ど
う
か�

９
月
19
日
、
道
路
改
良
事
業
の
現
地
視
察
調
査
を
行
っ
た
。�

町道黒谷２号線（小原から榎市）�
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９
月
20
日
、
現
在
工
事
中
の
日

野
町
公
舎
改
修
工
事
と
昨
年
度
工

事
を
さ
れ
た
、
日
野
町
歴
史
民
俗

資
料
館
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
行
い
、
検
証
し
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。�

�
　
日
野
町
公
舎
改
修
工
事
は
、

当
初
（
入
札
額

１
９
９
５
万
円
）

で
、
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

壁
を
開
い
て
み
る

と
梁
や
柱
の
シ
ロ

ア
リ
被
害
が
大
き

く
、
９
月
議
会
に

３
２
０
万
円
の
補

正
が
行
わ
れ
た
の

で
、
現
地
調
査
を

し
ま
し
た
。�

　
公
舎（
２
８
１
・

６
９
㎡
）は
、築
後

１
５
４
年
が
経
過

し
て
お
り
、
今
後

の
活
用
を
ど
う
す

る
か
、
検
討
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
工
期
は
、
６
月

29
日
〜
12
月
14
日�

�

　
日
野
町
歴
史
民
俗
資
料
館
改

修
工
事
は
、
入
札
額
７
８
２
万
円

で
、
昨
年
の
12
月
14
日
に
完
成
。�

　
主
に
床
の
張
り
替
が
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
資
料
館
は
築
後
72
年
（
資
料
館

と
な
っ
て
26
年
）
が
経
過
。
裏
山

か
ら
の
湧
水
が
あ
り
、
床
板
が
腐

食
し
て
使
用
で
き
な
い
状
態
と
な

り
改
修
さ
れ
ま
し
た
。�

　
現
在
、
資
料
館
友
の
会
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史

資
料
の
展
示
は
勿
論
の
こ
と
、
多

方
面
に
有
効
活
用
を
図
ら
れ
た
い
。�

　
ま
た
、
貴
重
な
資
料
が
あ
る

の
で
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
化
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。�

教育民生�
常任委員会�
報  告�

町公舎改修工事を調査する常任委員会委員�

歴史民俗資料館�

　
９
月
５
日
、
西
部
地
区
７
町
村

の
議
員
約
80
名
が
日
南
町
文
化
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
西
部
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。�

　
研
修
内
容
は
、
鳥
取
環
境
大
学

経
営
学
部
経
営
学
科
副
学
部
長
　

北
　
寛
教
授
を
講
師
に
「
地
域
の

活
性
化
と
教
育
」
と
題
し
て
講
演

を
聴
き
ま
し
た
。�

　
鳥
取
県
内
で
日
吉
津
村
以
外

は
、
人
口
減
少
と
い
う
状
況
に
あ

り
、
特
に
日
野
郡
の
高
齢
化
率
は
、

50
㌫
に
近
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま

え
、
地
域
の
活
性
化
は
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
的
を
得
た
講
演
会

で
し
た
。�

　
し
か
し
、
高
齢
化
に
即
し
た
、

地
域
の
活
性
化
に
明
快
な
答
え
は

難
し
く
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、

そ
の
地
域
に
暮
ら
す
住
民
の
前
向

き
な
挑
戦
意
欲
を
ど
う
涵
養
し
て
、

ど
う
実
践
に
つ
な
げ
る
か
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。�

　
午
後
は
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
、
西
部
町
村
の

議
員
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
年

１
回
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。�

　
日
野
町
議
会
は
、
健
闘
し
て
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
団
体
優
勝
と
い

う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し

た
。�

現
地
調
査�

　
町
公
舎
と�

　
　
歴
史
民
俗
資
料
館�

優勝旗と共に�

西部町村議会議員研修会�
親善グラウンドゴルフ大会で優勝�
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昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

「
絆
」
で
し
た
。�

　
東
北
大
震
災
後
、
助
け
合
う

気
持
ち
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ

れ
、
各
地
域
で
地
区
の
見
守
り

等
、
互
助
精
神
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
復
興
は
原
発
対
策

も
重
な
っ
て
思
う
よ
う
に
は
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。�

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
記
憶

が
薄
れ
て
き
ま
す
。�

　
本
町
議
会
は
、
10
月
16
日
か

ら
18
日
に
宮
城
県
南
三
陸
町
に

行
政
調
査
に
行
き
ま
す
。�

　
こ
の
災
害
を
見
聞
し
、
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
と
考
え
ま
す
。�

　
本
町
も
平
成
12
年
に
鳥
取
県

西
部
地
震
を
経
験
し
、
復
興
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。�

　
復
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

で
き
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
安
達
　
幸
博�
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過
疎
化
が
進
む
日
野
町
で
す
が
、

ふ
る
里
の
こ
の
町
を
少
し
で
も
元

気
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
活
動

を
は
じ
め
ま
し
た
。�

　
活
動
の
内
容
と
し
て
は
、
た
た

ら
の
資
料
館
の
運
営
、
小
説
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
出
版
、
た
た
ら
マ
ッ

プ
や
た
た
ら
通
信
な
ど
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
、
各
種
講
演
会
、

製
鉄
遺
跡
の
調
査
、
歴
史
研
究
、

情
報
発
信
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。�

　
た
た
ら
の
資
料
館
は
、
近
藤
一

族
の
お
屋
敷
で
あ
っ
た
日
野
町
公

舎
の
一
角
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
越
し
に
な
る
お
客
様
に
大
変
人

気
の
あ
る
建
築
物
で
す
。�

　
文
化
庁
か
ら
も
視
察
い
た
だ
き
、

古
民
家
の
活
用
方

法
と
し
て
は
魅
力

的
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。�

　
今
年
は
、
建
物

の
復
元
工
事
が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
魅

力
的
な
建
築
物
に

な
る
と
思
い
ま
す
。�

　
製
鉄
遺
跡
の
調

査
で
は
、
日
野
町

内
に
た
た
ら
場
跡

が
50
か
所
以
上
あ

る
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
現
状
を

調
査
中
で
す
。�

　
地
元
の
方
の
情

報
を
元
に
調
査
す

る
の
で
す
が
都
合

山
、
舟
場
山
、
朝

刈
山
の
よ
う
に
石

垣
や
カ
ナ
ク
ソ
の

残
る
大
き
な
遺
跡

も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
う
い
っ
た
活

動
を
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
雑
誌
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま

す
。�

　
昨
年
は
、
私
た

ち
の
活
動
を
お
知

り
に
な
っ
た
倉
吉

の
斉
江
家
か
ら
、

日
本
で
一
番
古
い

高
殿
模
型
（
都
合

山
た
た
ら
の
原
寸

を
縮
小
模
型
）
の

寄
贈
を
受
け
、
現

在
私
た
ち
で
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
修

復
中
で
す
。�

　
ま
た
、
た
た
ら
と
根
雨
の
町
の

歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
ら
面

白
い
と
評
判
に
な
り
、
多
く
の
方

が
ガ
イ
ド
を
お
申
し
込
み
に
な
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
舟
場
の
古

民
家
を
拠
点
に
奥
日
野
ガ
イ
ド
ク

ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
の
12
月
９
日
に
は
「
中
国

山
地
た
た
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催

す
る
の
で
、
各
県
を
招
致
す
る
た

め
あ
ち
こ
ち
に
出
向
い
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
世
界
遺

産
選
考
委
員
の
東
京
大
学
西
村
副

学
長
に
、
た
た
ら
の
歴
史
と
保
存
、

活
用
に
つ
い
て
記
念
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
地
元
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ

る
「
た
た
ら
の
歴
史
」
を
後
世
に

伝
え
て
い
こ
う
と
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。�

　
現
在
、
会
員
は
１
５
０
人
ほ
ど

に
な
っ
て
我
々
の
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
野
町
、
日
南
町
の

各
商
工
会
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�
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た
た
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顕
彰
会�

　
　
　
　

会
長
　
佐
々
木
幸
人
・
記�

が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、
３
回
シ�

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。�
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